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※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相　
　

談

相
続
・
遺
言
に
関
す
る
　
　

相
談
会

　

広
島
司
法
書
士
会
は
、
相
続
・

遺
言
に
関
す
る
、
多
様
な
悩
み
を

抱
え
た
人
の
相
談
に
無
料
で
応
じ

る
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　

１
月
12
日
㈰　

10
時
～
16
時

【
電
話
相
談
】

☎
０
８
２
‐
５
１
１
‐
７
１
９
６

【
面
談
相
談
】

と
こ
ろ　

広
島
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
広
島
市
中
区
）

面
談
予
約

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
５
３
４
５

問
い
合
わ
せ

広
島
司
法
書
士
会

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
５
３
４
５

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
広
告

　

市
が
作
成
す
る
令
和
７
年
度
版

の
「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に

掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
枠　
12
枠

規
格　
縦
３
セ
ン
チ
×
横
25
セ
ン

チ
（
見
開
き
カ
レ
ン
ダ
ー
）

配
布
部
数

市
内
全
世
帯
に
約
1
万
５
千
部

広
告
料
金　
１
枠
２
万
円

（
た
だ
し
１
社
に
つ
き
２
枠
ま
で
）

募
集
期
間　
12
月
20
日
㈮
ま
で

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
市
内
の

人
を
優
先
し
先
着
順
と
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

財
政
課
財
政
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
９

三
次
高
等
技
術
専
門
校
　
　

仕
事
体
験
入
学
参
加
者

　

県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
入
校
を
考
え
て
い
る
人
を
対

象
と
し
た
、
仕
事
体
験
入
学
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

※
見
学
の
み
も
可

体
験
内
容
・
定
員

▼
自
動
車
整
備
科
（
汎
用
エ
ン
ジ

　

ン
組
み
立
て
）

　

定
員　
６
人

▼
溶
接
加
工
科
（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

　

コ
ン
ロ
製
作
）

　

定
員　
６
人

▼
建
築
科　
（
ミ
ニ
万
能
台
製
作
）

　

定
員　
３
人

と
き

１
月
25
日
㈯　

９
時
～
11
時
30
分

募
集
期
間

12
月
９
日
㈪
～
１
月
10
日
㈮

応
募
方
法

電
話
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ

三
次
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
３
４
３
９

募　
　

集

悩みごと、心配ごと、
困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談 庄原 １月７日㈫・21日㈫
13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 人権擁護委員 広島法務局三次支局

☎0824-62-5070

行 政 相 談

庄原 １月16日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 １月16日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

総領 １月８日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 １月17日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会による

無料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　比和 12月27日㈮13時～16時 比和自治振興センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時

児童福祉課あんしん支援
係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

妊 娠・ 出 産
子育ての相談

毎週月～金（祝日・年末年始除く）
８時30分～17時15分

子育て世代包括支援センター
ほのぼのネット

（市役所本庁舎２階）
助産師・保健師
保育士・社会福祉士

子育て世代包括支援センター
☎0824-73-1214

認知症カフェ

庄原 「これから」
１月14日㈫13時～15時

庄 原 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン
タージョイフル２階

相談・情報交換
参加費なし

高齢者福祉課
地域包括支援センター係
☎0824-73-1165

西城 「コスモスカフェ」
１月９日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館） 相談・情報交換

参加費100 円

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城 「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい

梅」
12月24日㈫13時30分～14時30分 東城支所 東城支所保健福祉係

☎08477-2-5131

高野
「M

メ ン ズ
en's  C

カ フ ェ
afe」

１月９日㈭13時30分～14時30分 高野保健福祉センター
相談・情報交換
参加費なし

高野支所市民生活係
☎0824-86-2115「ほっとカフェ」

１月17日㈮10時～12時 下高自治振興センター

比和 「あしたのカフェ」
１月21日㈫13時30分～15時 比和温泉施設あけぼの荘 相談・情報交換

参加費100 円
比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

障害者相談員
定 期 相 談 会 庄原 １月20日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 身体障害者相談員 社会福祉課障害者福祉係

☎0824-73-1210
身 体 障 害 者
補装具判定会 肢体 １月21日㈫13時～13時45分 広島県三次庁舎第３庁舎１階

三次市十日市東４-６-１ １週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

心の健康相談 １月21日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

母子保健事業母子保健事業 ●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付

１月６日㈪・20日㈪
９時～17時 保健医療課母子保健係

▪出産予定日と受診した
　病院名が分かるもの
▪本人確認書類
　（運転免許証など）

事前予約が必要

１月11日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

12月23日㈪９時～12時 東城支所 事前予約が必要

育 児 相 談 １月14日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 母子健康手帳

事前予約が必要。支所で
の相談を希望する場合は
お問い合わせください。

市内の主な施設　年末年始の業務案内
　年末年始の業務予定は、次の表のとおりです。■の部分が休業日となりますのでご確認ください。
　なお、「出生」「死亡」「婚姻」など戸籍に関する届け出や、埋火葬、斎場使用の許可手続きなどは、休み中でも取り扱
います。詳しくは市民生活課戸籍住民係（☎0824-73-1157）まで問い合わせください。

12/
25㈬ 26㈭ 27㈮ 28㈯ 29㈰ 30㈪ 31㈫

１/
１㈬ ２㈭ ３㈮ ４㈯ 5㈰ 6㈪

市役所（本庁・各支所） ☎0824-73-1123

田園文化センター ☎0824-72-1159

総合体育館 ☎0824-72-8000

ふれあいセンター ☎0824-75-0301

西城市民病院（救急は24時間対応） ☎0824-82-2611

帝釈峡博物展示施設時悠館 ☎08477-6-0161

口和郷土資料館 ☎0824-87-2230

比和自然科学博物館 ☎0824-85-3005

ご
み
処
理

収集

持
ち
込
み

備北クリーンセンター ☎0824-72-2044

リサイクルプラザ ☎0824-72-1398

東城ストックヤード ☎08477-2-0214

●その他の施設については、直接各施設へ問い合わせください。

広報しょうばら／ 2024.12　26 27　2024.12 ／広報しょうばら
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ミ
ニ
門
松
づ
く
り

ミ
ニ
門
松
づ
く
り
　

　

玄
関
や
棚
の
上
な
ど
に
飾
れ

る
、
か
わ
い
い
ミ
ニ
門
松
を
作
る

体
験
で
す
。

と
き　
12
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

13
時
～
20
時
30
分

（
受
け
付
け
は
19
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

や
き
も
の
工
房

料
金　
１
８
０
０
円
～
／
基

定
員　
30
組
／
日

年
越
し
そ
ば
の
ふ
る
ま
い

年
越
し
そ
ば
の
ふ
る
ま
い　

　

今
年
１
年
間
の
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
、
庄
原
産
手
打
ち
の
年

越
し
そ
ば
を
先
着
１
０
０
人
に
振

る
舞
い
ま
す
。

と
き　
12
月
30
日
㈪　

15
時
～

※
そ
ば
の
振
る
舞
い
が
終
わ
り
次

第
終
了

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

上
の
農
家

新
春
餅
つ
き

新
春
餅
つ
き　

　

ひ
ば
の
里
で
収
穫
し
た
も
ち
米

で
餅
つ
き
を
行
い
ま
す
。
つ
き
た

て
の
餅
は
先
着
１
０
０
人
に
振
る

舞
い
ま
す
。

と
き　

１
月
２
日
㈭
・
３
日
㈮

13
時
～

国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

〒���-����広島県三次市塩町２���－�営業時間�:��～��:��

不用品に関する
”困った”をすべて

解決致します！

不
安心の創業��年

何用品回収、 でも

0120ー66ー1035

15,000円買取例

おもちゃでも
買取ります！
おもちゃでも
買取ります！

使わなくなったアクセサリー使わなくなったアクセサリー

買取例 10,000円
額面の60％～で
買取します！

切手（シート・バラ）切手（シート・バラ）
創業63年の目利きと資金力だから出来る いくらで売れるかの査定だけでも！他社には真似出来ない、全国的にも数少ない

買取！
広告広告広告

※
餅
の
振
る
舞
い

が
終
わ
り
次
第
終

了と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷

と
ん
ど
焼
き

と
ん
ど
焼
き　

　

竹
で
組
ん
だ
と
ん
ど
で
正
月
飾

り
を
焚
き
上
げ
て
、
一
年
の
無
病

息
災
を
願
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
の
干
支
「
巳
年
」

の
人
は
点
火
に
参
加
で
き
ま
す
。

と
き　
１
月
13
日
（
月
・
祝
）　

12
時
点
火

※
点
火
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は

お
早
め
に
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

と
こ
ろ

つ
ど
い
の
里　

ス
ポ
ー
ツ
広
場

　
※
記
載
の
内
容
は
11
月
末
現
在
の

も
の
で
す
。
天
候
な
ど
の
理
由
に

よ
り
変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

第
１
０
３
回
全
国
高
校
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会
広
島
県
予
選

（
11
月
10
日
／
広
島
市
中
区
）

準
優
勝

長な
が
の野　

一か
ず
き希

（
瀬
戸
内
高
３
年
・
西
城
町
）

県
大
会

三
次
高
等
技
術
専
門
校
　
　

訓
練
生

　

県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、４
月
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
訓
練
科

▼
自
動
車
整
備
科
（
期
間
２
年
）

　

高
卒
18
歳
以
上
30
歳
以
下

▼
溶
接
加
工
科
（
期
間
１
年
）

　

50
歳
以
下

▼
建
築
科(

期
間
１
年
）

　

45
歳
以
下

▼
介
護
サ
ー
ビ
ス
科

　
（
期
間
６
カ
月
）

　

年
齢
制
限
な
し

応
募
受
付
期
間

１
月
６
日
㈪
～
２
月
10
日
㈪
必
着

選
考
日　
２
月
27
日
㈭

選
考
内
容　
数
学
・
国
語
・
面
接

合
格
発
表　
３
月
６
日
㈭

訓
練
支
援
措
置

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、

訓
練
期
間
中
に
雇
用
保
険
手
当
や

給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

見
学
会

毎
週
水
曜
日　

13
時
30
分
か
ら

※
右
記
以
外
の
日
時
を
希
望
す
る

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

三
次
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
３
４
３
９

高
齢
者
の
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
の
申
請

　

65
歳
以
上
で
寝
た
き
り
や
認
知

症
の
症
状
な
ど
が
あ
り
、
障
害
者

控
除
対
象
者
と
認
定
さ
れ
た
人

は
、
所
得
税
や
住
民
税
を
算
定
す

る
際
に
所
得
額
か
ら
障
害
者
控
除

額
を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

市
は
、
控
除
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交

付
を
希
望
す
る
人
は
、
高
齢
者
福

祉
課
ま
た
は
各
支
所
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
者

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以

　

上
の
人

　
（
申
告
年
の
12
月
31
日
時
点
）

②
「
身
体
障
害
者
手
帳
」「
療
育

　

手
帳
」「
精
神
障
害
者
保
健
福

　

祉
手
帳
」
の
交
付
を
受
け
て
い

　

な
い
人

③
寝
た
き
り
、
認
知
症
の
症
状
な

　

ど
が
あ
り
、
心
身
の
状
態
が
市

　

で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
人

※
要
介
護
度
が
高
く
て
も
「
障
害

者
控
除
対
象
者
」
と
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

申
請
者
の
本
人
確
認
が
で
き
る
書

類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
７

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室

販
売
を
伴
う
農
産
物
の
製
造
・

加
工
は
営
業
許
可
が
必
要
で
す

　

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
伴
い
、

令
和
６
年
６
月
１
日
か
ら
、
販
売

を
目
的
に
漬
物
の
製
造
を
行
う
場

合
、
施
設
基
準
に
合
っ
た
施
設
を

整
備
し
、
営
業
許
可
を
受
け
る
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
具
体
的
な
相
談
を

行
っ
て
い
な
い
人
で
、
漬
物
の
製

造
を
考
え
て
い
る
人
は
、
ま
ず
は

保
健
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
水
煮
野
菜
や
野
草
茶
、

白
餅
、
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
、
営
業

許
可
業
種
以
外
の
食
品
の
製
造
・

加
工
な
ど
を
行
う
場
合
に
は
、
営

業
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
採
取
業
・
届
出
対
象
外
業
種
を

除
く
）

　

手
続
き
が
ま
だ
済
ん
で
な
い
人

や
、
新
た
な
営
業
許
可
・
届
出
制

度
に
つ
い
て
知
り
た
い
人
は
、
保

健
所
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
保
健
所
生
活
衛
生
課

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
５
１
８
７

そ
の
他

市税・保険料の納期限のお知らせ

納期限納期限
１月６日㈪１月６日㈪

■固定資産税３期
■国民健康保険税（普徴）６期
■介護保険料（普徴）７期
■後期高齢者医療保険料（普徴）６期
　「口座振替」にしている人は、納期限の前日までに残高
確認をお願いします。
　　　　　　　　　収納課収納係☎ 0824-73-1511

備北イルミ備北イルミ
ウインターイルミネーション2024-2025ウインターイルミネーション2024-2025

１月13日（月・祝）まで開催！
【点灯時間】12月：17時30分～21時
　　　　　１月：17時45分～21時
　　　　　※毎週土曜日は22時まで点灯
　　　　　※入園は点灯終了の1時間前まで

★ 「ウインターイルミネーション2024-2025備北イルミ」期間中　開園時間カレンダー ★

【開園時間】　〇：９時30分～21時 　★：９時30分～22時
　　　　　　▲：14時～21時 　　　休 ：休園　

12
月

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
〇 休 ▲ ▲ ▲ ▲ ★ 〇 休 ▲ ▲ ▲ ▲ ★ 〇 休 ▲ ▲ ▲ ▲ ★ 〇 休 ▲ ▲ ▲ ▲ ★ 〇 〇 休

１
月

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
休 〇 〇 ★ 〇 休 〇 〇 〇 〇 ★ 〇 〇

広報しょうばら／ 2024.12　28 29　2024.12 ／広報しょうばら



おお知らせ知らせInformatioInformationn

※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広報日記
▶庄原市ふるさと大使・庄原市ジビエ大使の西田篤
史さんが、11 月３日にお亡くなりになられました。今
回は西田さんを偲んで、本市との関わりなどを紹介
しています。これまで、さまざまな場面で庄原市をPR
していただき、本当にありがとうございました。
▶「お通り」の取材では、多くの市民の方や観光客が
集まり、行列の周りは大変にぎわっていました。他の
カメラマンも多く、こちらも負けないように撮影を
頑張りました。

人の動き （庄原市の人口） 

令和６年10月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３１，３１３人（前年比－７９２人）　
男　　１５，００３人（前年比－３５０人）　
女　　１６，３１０人（前年比－４４２人）
世帯数　１４，８６６世帯（前年比－１４７世帯）
[ うち外国人 ]　人口　５７２人（前年比５１人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１６，５５６人（７，８４６世帯）
○西城地域　　２，８８０人（１，３１４世帯）
○東城地域　　６，５３９人（３，２５８世帯）
○口和地域　　１，６９８人　　（７４４世帯）
○高野地域　　１，４４６人　　（６２８世帯）
○比和地域　　１，１０２人　　（５２６世帯）
○総領地域　　１，０９２人　　（５５０世帯）

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４‐７３‐１５１１
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●広島県水道広域連合企業団庄原事務所業務係
　　　　　　　　　☎０８２４‐７３‐１１９７

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

　市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる
市民ギャラリーです。
▶世界児童画作品展
とき　１月８日㈬～10日㈮　10時～15時
問アート多愛夢事務局　☎ 0824-72-6405（友永）
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

12・１月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
〇草木染め教室（柿渋ほか）
　とき　12月16日㈪　①９時～12時  ②13時～16時
▶イベント・展示・販売
〇ゆめさくら歳末感謝祭
　とき　12月25日㈬～29日㈰

【年末年始の休館日】
　とき　12月31日㈫～１月３日㈮

☎ 0824-75-4411

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座
と　き　１月９日 （木）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

１月

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。

実施日 会　場 受付時間
１月８日㈬ 市役所本庁舎 10時～11時15分

12時30分～15時

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

とき　　12 月 23 日㈪ 12 時 15 分～ 12 時 55 分
ところ　市役所本庁舎　1 階市民ホール
出演者　広島ジュニアマリンバアンサンブル
演奏曲目　序曲（フィガロの結婚より）、コーヒール
ンバ、ドレミの歌　ほか
▶広島ジュニアマリンバアンサンブル
　マリンバは木琴の一種で、アフリカが起源。「子
どもたちだけで自由に音楽を作り上げてほしい」と
日本マリンバ協会広島支部長の浅田三恵子が主宰
し、平成３年に結成。広島市内の幼稚園児から高校
生までが所属して活動している。
　平成 14 年に「ヒロシマ国際平和文化活動推進団
体」としての認定を受け、各国で演奏を通じた国際
親善に努めている。さらに平成 15 年には「広島市
民賞」を、続けて「国際貢献賞」、「広島ユネスコ活
動奨励賞」、「国際交流奨励賞」などを受賞している。
　海外での演奏交流や、国内のコンサートなどで、
世界中の平和を願って、元気いっぱいの演奏を続け
ている。当日は、小学生から高校生までの幅広い年
代のメンバー 10 人が集まり、一人一人が体中で音
楽を感じ、全身を使って個性豊かに演奏を行う。

　写真の石器は、庄原市高野町只
た だ の は ら

野原３号遺跡（現「道の駅
たかの」）で出土した、ナイフ形石器と呼ばれる２万年以上
前の旧石器時代後半の石器です。
　漆

し っ こ く

黒色の隠岐産黒曜石を用いた優美な作品で、鋭く尖る先
端部の形状から、槍

や り

の先に装着して用いた狩猟具の一種と想
像ができます。
　この見事な切

き

っ先
さ き

を作る技術は、伝承された知識と技術の
習得によって、誰でも作れる伝統工法の産物であったと考え
らています。
　石器作りでは、まず原石を粗割りして石

せ っ か く

核（石器を作るた
めの核となる石）を準備します。この石核から、石器の完成
形に生かせる各面や稜線をうまく残すよう、直線的で鋭利な
縁
え ん ぺ ん

辺をもつ剝
は く へ ん

片（石器の素材）を打ち剝がしていきます。
　得られた剝片から形状の適したものを選び、さらに加工を
加えて「切り出し形」のナイフ形石器が完成します。ちなみ
に、別の遺跡からは石器の失敗品も数多く出土します。
　力学的に割りやすい角度を考えながら打ち剥がして鋭い剝
片を形成し、さらにその縁辺（刃縁）の鋭さを生かして作り
出された三角錐の形をした切っ先。その鋭さは究極的なもの
といえます。石器は、精妙な物理のメカニズムに基づき、発
明されていた訳です。
　現代科学の視点で考えれば考えるほど、知性の極みに見え
ます。先史時代の人々が、自然の摂理を学び、人類のもって
生まれた賢さを生かして暮らしていたことに、この石器を通
じて気付かされます。
　このナイフ形石器は、館内に実物展示をしています。ぜひ
時悠館にお越しいただき、帝釈峡遺跡群の石器と共に人類の
大いなる叡智に出会ってみてください。

（関連図書：『庄原市の歴史』通史編、「２ナイフ形石器の製作」）

只野原３号遺跡のナイフ形石器（右は拡大図）
（広島県立埋蔵文化財センター所蔵）

休日診療のご案内

●東城地域

12月・１月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

12月22日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
29日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
30日（月）次のいずれかにご連絡ください。

庄原赤十字病院（☎0824-72-3111）
西城市民病院　（☎0824-82-2611）
庄原市休日診療センター
　　　　　　　（☎0824-72-9900）

31日（火）
１月１日（水）

２日（木）
３日（金）
５日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
12日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
13日（月）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
19日（日）日伝病院 ☎08477-2-2180

小さな石器に
人類の大いなる叡

え い ち

智が宿る

時悠館　　　　　　　☎ 08477-6-0161

開館：９時～17 時、 休館：水曜 （祝日開館・翌日休館）・年末年始

食育コーナー　  

問児童福祉課 ☎ 0824-73-1192

食と人、人と人をつなぐ
安心・安全でおいしい食事を
～西城保育所の取り組み～

　西城保育所では「おいしさを実感する食事」「食材と食の
つながりを知る」「菜園活動やクッキング活動と食をつなぐ」

「食に対する興味・関心・意欲を育てる」「食を通じて人と人
とのつながりを深める」を目標として「保育としての給食」
を提供することを進めています。
　そのため、毎月の給食会議で情報交換を行ったり、調理員
が子どもたちの食事の様子を見て回ったりしています。子ど
もたちも食事の感想を調理員に伝え、保育室と調理室とが密
接に連携しています。
　具体的な事例として、西城保育所の子どもたちは、日本の
食文化にたくさん触れる体験をしています。和食文化の特徴
である出汁をとる体験では、白

さ ゆ

湯と飲み比べをして出汁のお
いしさを感じました。また、給食に郷土料理の日を設け、給
食に出た郷土料理を日本地図に掲示して食文化を知り、その
郷土料理を味わいました。本市の猪肉も活用して、食に対す
る興味・関心も膨らませています。
　また、JA 女性部みそ加工グループの皆さんと一緒に、み
そ造りに挑戦しています。みそ造りの最終工程であるみそ玉
作りで、空気を抜きながら樽に入れる作業を体験しました。
今後は熟成させたみそを給食に使い、地域の特産にも触れて
いく予定です。
　こうした毎日の食の取り組みを支えるのは優れた食材で
す。できる限り地場産の食材を調達し、また、菜園活動で育
てた野菜も食材として使いながら、自園調理の特徴である食
べる人、作る人のお互いの顔が見える関わりを大切にして給
食を提供しています。
　心身の発達において
食事は重要です。これ
からも給食を通して食
材の豊かさに触れ、人
と人とをつなぐ取り組
みを進めていきます。

▲みそ造りに取り組む子どもたち
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